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Abstract 朝起きると新聞受けに新聞を取りに行き,新聞を読む.あるいはテレビの電源を入れて番組を見る。

そこから得られる情報によって金儲けをする場合もあろうし,良いレストランの場所を知ることも
あろう.しかし圧倒的に多くの情報は使用されないままで終わる.大学の講義での情報も(たった1日
の期末テストを除けば)使われないままに忘れられ,あるいは陳腐化してゆく.にも関わらず,ヒトは
情報を得る為に多くの活動を日々行なっている.心理学用語では情報を与えることは「正の強化」(
positive reinforcement)になっているという訳である.本稿はこの情報獲得行動を主に「問い合わせ
反応」から分析しようとするものである.
Reinforcing properties of information were examined with socalled observing response paradigm in
pigeons. Results showed that the birds want to know "good news" but not "bad news". When they
get information they use these to optimize their foraging behavior in an operant chamber.
Pharmacological experiment demonstrated differential effects of chlorpromazine on foodreinforced
and information-reinforced behaviors.
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